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第２決算審査特別委員会（第２日目） 1 

H27.9.10 (木)10：00～ 2 

第 一 委 員 会 室 3 

開  会 ９：５８ 4 

委 員 長 おはようございます。本日の会議を開きます。 5 

 委員動静報告 6 

委 員 長 ただいまの出席委員数は９名であります。 7 

 認定第２号 平成26年度滝川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ 8 

いて 9 

委 員 長 それでは、認定第２号 平成26年度滝川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 10 

の認定について説明を求めます。 11 

舘 部 長 （認定第２号を説明する。） 12 

原田課長 （認定第２号を説明する。） 13 

委 員 長 説明が終わりました。 14 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 15 

  堀 １点目は、健康診断の受診率について、過去３年ぐらいの推移はどうなってい 16 

るのかということと、勤めていて、そこの会社で独自に健診を受けていると思 17 

いますが、そういう人たちはこの受診率の中に入っているのか、確認したいと 18 

思います。もう一点、がん検診についてですが、これも同じように受診率の推 19 

移を過去３年ぐらいにわたってお示しください。それと、もう一点は、検診を 20 

されて早期のがんが発見されたというような件数があるのか伺います。 21 

寺嶋課長補佐 まず、ここ３年の特定健診の受診率の推移ということですけれども、平成23年 22 

度が19.9パーセント、24年度が21.4パーセント、25年度が24.5パーセントとな 23 

っております。26年度については、まだ確定はしていないのですけれども、速 24 

報値で28.5パーセントということになっております。それから、２点目の勤め 25 

ている方の健診の部分は受診率に入るのかということですけれども、こちらは 26 

入っています。それと、率ではなく、人数ということでもよろしいでしょうか。 27 

（「はい」と言う声あり） 28 

寺嶋課長補佐 胃がん、大腸がん、肺がん、子宮がん、乳がんとありますが、平成25年が1,639 29 

名、26年が2,044名となっております。がん検診の結果、がんが発見されたのか 30 

という件につきましては、そういった形で具体的な報告はこちらのほうまで来 31 

ておりません。 32 

石原係長 先ほどのがん検診の結果後の補足ですが、がん検診の結果で、がん協会から連 33 

絡が来た場合は、個別に健康づくり課から受診するように連絡する経緯もあり 34 

ます。 35 

  堀 健診ですが、企業で受診をしている方の集約というのはどのようにしているの 36 

か、受診率に入っているという答弁でしたので、その点の確認が１点と、がん 37 

検診で早期発見なり、疑いがあるというのは、個人に必ずきちんと再受診して 38 

くださいという通知が来ていますけれども、これは集約すべきでないかと考え 39 

ますが、今後いかがでしょうか。 40 

塩尻主任主事 勤めている方の健診結果についてですが、保健センターの保健師のほうにスキ 41 

ャナー等の機器を用意しておりまして、本人から、健診の結果、受診しなけれ 42 

ばならないというお話があった場合に、保健師がそのお宅に行って、結果をス 43 

キャナーでコピーさせていただいたり、足りない部分は直接測定したり、そう 44 
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いった形でデータを集めており、健診結果として最終的にこちらの国民健康保 45 

険係のほうに情報をいただいている流れになっています。 46 

寺嶋課長補佐 結果をもとにした早期発見、早期集約ということですけれども、平成25年度か 47 

ら新たな取り組みとしまして、健診結果をもとに、こういった生活をしていく 48 

とよりメタボ対策、生活習慣病予防対策に効果がありますという結果説明会と 49 

いう会を開くようにして、一人一人に合った対策ができるよう、保健師がアド 50 

バイスするような会を開催しております。 51 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 52 

山  本 収納率について、毎年少しずつ向上されているのは、非常にご努力されている 53 

と思いますが、問題は支払いをどうしてもできない方に資格証等を発行されて 54 

いるかと思うのです。滞納している方で資格証を持っていない方もいるかと思 55 

うのですけれども、全くの無保険の推移はどうなのか。無保険の状態は減って 56 

いる状況にあるのか確認させてください。 57 

石原係長 健康保険証ですけれども、国民健康保険に加入されている方は資格証、短期被 58 

保険者証、通常の保険証のどれか一つは必ず持っている状況にあります。あと、 59 

無保険状態にある者の状況については、国民健康保険上無保険という状態は発 60 

生しないのですが、中には退職された後に手続をしないで放置されているパタ 61 

ーンなどがあり、こちらで把握できるものについては、年金係にその都度連絡 62 

をとって行っているような状況であります。ただ、その他については、現在社 63 

会保険等は個人情報の保護を理由に、誰が喪失しているだとか、そういう情報 64 

は一切来ておりませんので、引き続き年金係とともに情報を共有して、無保険 65 

者が出ないように早期に発見していきたいと思います。 66 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 67 

（なしの声あり） 68 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 69 

（異議なしの声あり） 70 

委 員 長 それでは、以上で認定第２号の質疑を終結いたします。 71 

 所管の入れかえがありますので、暫時休憩といたします。 72 

休  憩 １０：２５ 73 

再  開 １０：２８ 74 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 75 

 認定第５号 平成26年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 76 

ついて 77 

委 員 長 認定第５号 平成26年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 78 

ついて説明を求めます。 79 

舘 部 長 （認定第５号を説明する。） 80 

委 員 長 説明が終わりました。 81 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 82 

（なしの声あり） 83 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですね。 84 

（異議なしの声あり） 85 

委 員 長 それでは、認定第５号の質疑を終結いたします。 86 

 この辺で昼食休憩といたします。再開は午後１時といたします。 87 

休  憩 １０：３６ 88 
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再  開 １３：００ 89 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 90 

 冒頭、鈴木病院事務長から発言の申し出がありましたので、許可します。 91 

         鈴木部長 92 

鈴木部長 委員長のお許しをいただきましたので、机上配付しております病院機能評価の 93 

更新認定についてご報告申し上げます。 94 

 当院では、平成17年６月に病院機能評価の初めての認定を受けて以来、22年９ 95 

月に２回目の更新、また27年６月19日までの有効期間になっていることから、 96 

３回目の更新認定を受けるため、昨年度から準備を進めてまいりました。今年 97 

度５月25日、26日に２日間にわたる訪問審査を受審したところですが、先般９ 98 

月４日付で日本医療機能評価機構による病院機能評価の更新認定を受けました。 99 

認定期間は、今後５年間となります。これは、当院が医療機関として一定の基 100 

準に達していることが第三者の視点から再度認められたものと考えております。 101 

この認定を励みとして、当院の理念の実現に向け今後とも一層の努力を行って 102 

まいります。 103 

 認定第８号 平成26年度滝川市病院事業会計決算の認定について 104 

委 員 長 それでは、認定第８号 平成26年度滝川市病院事業会計決算の認定について説 105 

明を求めます。 106 

鈴木部長 （認定第８号を説明する。） 107 

委 員 長 説明が終わりました。 108 

 これより質疑に入ります。質疑ございますか。 109 

関  藤 それでは、まず１点目、21ページの概況のところにも出ておりましたけれども、 110 

10ページの内容で、外来患者の件数、人数等です。全体的には若干伸びている 111 

ということですが、外来患者数が1.8パーセント減ですけれども、人数にすると 112 

4,000名弱の減となっていると、その要因をどのように分析されているのか。た 113 

だ、そこで１人当たりの単価が、多分平成25年度決算では8,800円程度だったの 114 

が9,200円、約450円程度上がっているのですけれども、１人当たりの単価とい 115 

うのはどのような要因で上がっているのかいうことが１点目です。２点目とし 116 

まして、高等看護学院について、約9,900万円程度と、平成25年度決算でいくと 117 

一般会計からの負担金が約7,300万円、それに対して26年度決算で8,200万円ほ 118 

どの負担金を必要としているわけですが、これほど大きな負担金がないとやっ 119 

ていけないのか。高等看護学院の運営についてどのように考えているのか伺い 120 

ます。３点目は、12ページの材料費について、これも平成25年度決算から見る 121 

と若干伸びているのですけれども、ジェネリック薬との割合、関係について説 122 

明をお願いいたします。 123 

鈴木部長 外来患者の減の関係と単価の関係についてですが、平成26年度は外来患者が減 124 

ったということで、科別に見てみますと、特に患者数が減っているところは内 125 

科、小児科、整形、眼科の患者数が減っております。先生方の配置の人数等の 126 

関係もあって、整形は４人になったとか、そういったことが影響していると思 127 

いますが、ただ全道的に外来患者数の減というのがありまして、それらと比較 128 

しても率の減り方が若干大きいかと分析しているところです。単価につきまし 129 

ては、ＤＰＣという入院の医療費の計算を行っているため、外来でできるだけ 130 

検査をして、入院してすぐに治療して早期に退院するというのが、ＤＰＣ制度 131 

の中身になっていますので、外来にそういった検査がシフトされることによっ 132 
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て１人当たりの単価が高くなってくると分析しているところです。ジェネリッ 133 

ク薬の採用率ということでのお話でよければ、現在の状況について平成26年度 134 

で契約している薬価の件数が1,577件、うちジェネリック薬が185件、11.73パー 135 

セントの採用率となっております。金額に置きかえると約9.3パーセント、約6,800 136 

万円ほどの金額となっております。 137 

堤病院長 外来患者減に関して言うと、１つは先ほど整形外科の話が出ましたけれども、 138 

ほぼ診療自体が限界まで回っている状態です。ですから、外来に出ている先生 139 

方は外来に出てから手術の時間までほぼフル回転で外来を診ている状況です。 140 

 それ以外に高等看護学院について、少し考えを述べさせていただきたいのです 141 

が、ちょうど今週、来年度に向けての当院の看護師の採用試験があり、18人の 142 

応募がありましたけれども、その中で高等看護学院の出身ではない方の応募は 143 

１名だけです。高等看護学院を持っていない公的病院は看護師の確保に非常に 144 

苦労されていると伺っていまして、当院においても高等看護学院なしで看護師 145 

の確保するのは不可能ではないかと考えています。札幌市等出身者で地元志向 146 

の人が多いのです。実際滝川の高等看護学院に来てくださった方でも、旭川あ 147 

るいは札幌出身の方はどうしても戻りたがる傾向が強いというのが実情です。 148 

それ以外に、高等看護学院の将来的なものを考えますと、最近は大学志向が非 149 

常に多い傾向になっていまして、その中で優秀な方に来ていただくためには、 150 

授業料を安くして、あるいは授業料を上げた場合は潤沢に奨学金を提供するな 151 

どといった、経済的には厳しいけれども、優秀な方が来やすい状況を保ってお 152 

くことが非常に重要ではないかと考えています。今授業料はたしか年間18万円 153 

ぐらいだと思いますけれども、25人の定員で年間18万円の授業料ですから、本 154 

来逆立ちしても経営は成り立たない状況です。ただ、例えば私立の高等看護学 155 

院では、授業料が100万円を超えると思います。授業料をどうするかというのは 156 

非常に厳しい問題ですけれども、病院としては高等看護学院の経営が厳しいの 157 

で、なくなりましたということになると看護師の確保に非常に大きな支障を来 158 

すと思われますので、その辺は対策をいろいろ講じなければいけない。将来議 159 

員も含めてどうしていくのか考える必要があるかと思います。高等看護学院の 160 

経営をいい状態に保つというのは、無駄をもう少し省くことはできるかもしれ 161 

ないですけれども、いい状態にするのは難しいのではないかと考えています。 162 

鈴木部長 高等看護学院の繰出金の中身について若干触れさせていただきたいのですが、 163 

高等看護学院のほうで見られている交付税が生徒１人当たり53万2,000円という 164 

のが平成25年度の決算で入っていた額で、総体でいくと3,936万8,000円が交付 165 

税で見られていました。平成26年度においては、その単価が53万2,000円から36 166 

万1,000円と、17万円ほど落ちたことから、交付税そのものの算出が2,779万7,000 167 

円ということで、平成25年度と比べると1,157万1,000円ほど交付税の算入が落 168 

ちたため、一般会計の負担金が8,200万円、前年度から比べると1,000万円以上 169 

ふえたということです。交付税の単価が下がった要因については、情報をとっ 170 

てもなかなかその辺が見えてこなかったのですが、平成27年度において36万1,000 171 

円からまた若干上がったという状況にありますけれども、今回純粋たる一般会 172 

計の持ち出しというのが、25年度については約3,390万円だったのが5,500万円 173 

にはね上がったということで、今関藤委員が言ったことももちろん重要なポイ 174 

ントですし、院長が言ったように看護師確保から考えると高等看護学院を閉鎖 175 

するというのは今の時点では考えられません。ただ収支的に今の授業料、入学 176 
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料等でそれらを賄うということもあわせて厳しい状況にあるということです。 177 

関  藤 ２点確認をさせていただきますが、ジェネリック薬の割合が11.73パーセントと 178 

いうことですが、この割合というのは全道的、また全国的に見て市立病院での 179 

使用割合は高いほうなのか。それと、高等看護学院の運営につきましてはよく 180 

わかりました。来年度の採用についても18人の応募があってということですが、 181 

年間通して昨年度滝川市立病院の看護師のやめられた方、退職された方の人数、 182 

また途中採用の人数の割合はどのようになっているかをお聞きいたします。 183 

鈴木部長 ジェネリック薬の採用の率ですが、先ほど言った率は全道と比べると非常に低 184 

い位置にあるということで、ここ数年それらの採用率を上げるために病院とし 185 

ては今努力を重ねているところです。 186 

田湯部次長 看護師の採用、退職ですけれども、平成26年度は看護師採用で24名、退職が18 187 

名ということです。それは年間通しての数ですが、年度途中におきましては看 188 

護師８名、退職７名という動きの中での数字です。 189 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 190 

山  口 赤字の要因の公営企業法の改正に伴い、退職の引当金について８億円ほどとい 191 

うことですが、次の年からは、恐らくすごく少なくなると思うのですけれども、 192 

幾らぐらいになるのか。それと引き当ての算定方法は法改正になったときにと 193 

りあえずこういう形で計算しなさいというルールがあったと思うのですけれど 194 

も、その対応が間に合わなかったときはこういうやり方でもいいですよという 195 

ものがあったと思いますが、どちらの計算方法で算定をしたのか。それと、平 196 

成26年度の１年間通して７対１看護が12カ月間クリアできていたのか伺います。 197 

鈴木部長 退職引当金の細かい話は、後ほど担当から説明がありますが、計上の仕方とし 198 

ては年度末に現在いる職員が全員やめたとすればどのぐらい退職金がかかるか 199 

ということを計算しまして、当院では市町村退職手当組合に入っておりますの 200 

で、そこに積み立てしたお金が幾らかあって、その不足分を８億7,000万円ほど 201 

今回引当金で計上したというところです。これは、毎年人が動くわけですから、 202 

それらに伴ってふえたり、減ったりの差額分を引当金でまた計上していくこと 203 

になり、平成26、27年度も１億円弱ぐらいの引当金を予算計上しています。引 204 

当金の８億円のうち７億円が退職給付で、あと残りが賞与の引当金だったとい 205 

うことです。また７対１看護についてですが、実は１月から在院日数の関係、 206 

人の問題も含めてとれない状況が続いていました。さまざまな努力を重ねる中 207 

で人は充足したのですが、在院日数が18日を切れなかったとか、そういった状 208 

況にあったことから、実際に７対１を再度取得できたのが４月１日から今年度 209 

改めて７対１が取得できたということで、先ほど言った単価の下がった理由の 210 

一つとしても１月から３月までは10対１の入院基本料だったことで、入院患者 211 

の１日当たりの単価も若干下がったという分析をしているところです。 212 

高林主任主事 退職給付引当金の計上方法ですけれども、20ページの中ほどに記載しておりま 213 

す方法で計上しますので、毎年退職手当の要支給額から退職手当組合における 214 

積立金相当額を引いた額を計上します。 215 

山  口 ７対１看護が３カ月間だめだったということで、金額的にはどれぐらいの影響 216 

があったのか。それから、退職金の引き当ての部分、計算の対象の部分で一般 217 

会計で事務部の職員の退職金が多分出ると思うのですけれども、この計上の中 218 

に入っているのか伺います。 219 

梅津課長補佐 ７対１看護の影響額ですが、１月から10対１になったことによりまして、７対 220 
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１の入院基本料を算定していたときよりも約5,000万円ほど３カ月間で減となっ 221 

ております。 222 

高林主任主事 退職手当の要支給額の計算方法ですけれども、最後に在職している会計で積算 223 

する方法をとっておりますので、事務職も入っております。 224 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 225 

井  上 大変頑張っていらっしゃるということで敬意を表したいと思いますが、先ほど 226 

地方公営企業法の改正による純損失が13億円ぐらい出ていると。ほかの企業会 227 

計も特別会計もほとんど出ていないような今回の決算ですが、ここは突出して 228 

出ているわけで、このことが実質収支としてどういう影響を与えるのか。我々 229 

が、病院を建てるときに長期的な収支バランスを、25年から30年ぐらいの長期 230 

スパンで立てたわけですけれども、その辺のことからいって影響を及ぼさない 231 

のかということについて再度確認をしておきたいと思います。また、先ほどで 232 

ジェネリック薬の割合が報告されたのですけれども、もう少し詳しく教えてく 233 

ださい。 234 

鈴木部長 公営企業法の会計制度の改正によって、実質収支が長期的にどのような影響す 235 

るのかということですが、企業会計において実質収支というよりも経常収支と 236 

いう言い方をさせていただいていますが、経常収支が病院の改築後に収支計画 237 

を見直した段階で、プラスになるのは平成39年ということで収支計画上試算し 238 

ておりました。平成39年に２億円ぐらいの黒字になるだろうと考えておりまし 239 

たが、今回こういった会計制度において、引当金等も含めていくとそういった 240 

経常収支が、さらに累積欠損金がふえたということになっていくので、経常収 241 

支が整うのはかなり先の話になっていくと思います。そこまでの試算はしてお 242 

りませんが、単純に平成39年時点で累積の欠損金が何億円になっているのか、 243 

そこから解消するまで何年かかるかという話になるかと思います。実際の病院 244 

運営上は、現金支出を伴うものではないので、留保資金が年度末にどれくらい 245 

あるのかと、そういったものが次の年のキャッシュフローにきちんと耐えられ 246 

る金額が残っているかというようなことで病院経営を判断しております。そう 247 

いったことからも今回のいろいろな比率が一般会計等を含めてやられる中身に 248 

ついては、そういった今の動きの数字が入らないような形で比率を出すような 249 

仕組みになっていますので、大きく病院会計等の運営に影響を及ぼすものとは 250 

考えておりません。 251 

堤病院長 ジェネリック薬の比率等について少し申し上げますけれども、先ほど申し上げ 252 

たように金額的には割合が比較的低いですけれども、今ジェネリック薬に切り 253 

かえを進めているところで、もともとは一つ一つのジェネリックの切りかえに 254 

対して、関係する医師の意見を聞いたりしていましたが、スピードアップが必 255 

要なので、実際にはジェネリックが存在して、使用量の多い医薬品に関しては、 256 

有無を言わせずと言うとちょっと言い過ぎかもしれませんけれども、機械的に 257 

切りかえる作業を進めているところです。ですから、これに関しては、かなり 258 

比率は今後上がっていくものと考えています。ただ、現時点ではジェネリック 259 

薬がない、後発品がない先発品新薬に関して我々は制限をかけておりませんの 260 

で、もしさらに劇的に上げようとすると新薬の使用制限をする、極力使わない 261 

ようにするような話になってくるわけですが、そういうことをしていいのかと 262 

いう問題は非常にあるので、私自身は今のところそこまでは考えていないとい 263 

うことです。 264 
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委 員 長 ほかに質疑ございますか。 265 

副委員長 入院患者や外来患者の中で、医療費を払ってくれない人がいると思うのです。 266 

未払いが何件ぐらいあるのか。払ってもらえない理由の中には、例えば病院側 267 

のミスがあって、患者が異を唱える。要するにクレーマーとまでは言わないけ 268 

れども、そういう患者もいるのだと思うのです。これは、滝川ばかりでなくて、 269 

いろいろな病院の事例を見てもあると思いますが、そういう場合はどのような 270 

対処方法でその患者を納得させているのか。私もいろいろな病院に行って、そ 271 

ういうことを耳にするのです。だから、滝川はゼロではないと思うので、ぜひ 272 

その辺、院長が幾ら謝っても許してくれないとか、そういうことに対してどの 273 

ような対処方法をとっているか。そして、入院や外来で何件ぐらいあるのか伺 274 

います。 275 

梅津課長補佐 まず未収金ですが、平成26年度末現在の累計が3,400万円ほどございます。実患 276 

者にして344名、件数にして1,200件ほどとなっております。それで、お支払い 277 

をいただけない理由、これは本当にさまざまでございまして、もちろん生活困 278 

窮の方もいらっしゃいますし、また病院に対する不満という方もいらっしゃい 279 

ます。その中で、質疑にありました病院に対する不満等に関してですが、こち 280 

らにつきましては職員が誠意を持ってお話をし、ご理解をいただくしかないと 281 

いうことで、現在やっております。それでもご理解をいただけない方、特に市 282 

外にお住まいの方というのは、なかなか私どもが市外に行ってお話をする機会 283 

もございませんので、そういった方に関しましては、平成27年度のお話になっ 284 

てしまいますけれども、現在弁護士事務所のほうに徴収の委託をしてございま 285 

す。これにつきましては、私ども病院に対する不満と言われましても、正当な 286 

医療を提供し、間違ったことをしているわけではございません。中には、事務 287 

的なミスというのもございますけれども、それにつきましてもきちんと謝罪し 288 

た上でご理解をいただくように最大限の努力をしているという認識でございま 289 

すので、そういった中でいつまでもご理解をいただけない方につきましては、 290 

そういった対応をしているところでございます。また、この先滝川市全体で債 291 

権管理条例等の制定も予定しておりますので、そういった条例等、あと法律事 292 

務所への委託等をあわせまして今後そういった方に対する対応も強化していき 293 

たいとしているところです。 294 

委 員 長 今の答弁で、平成26年度はそういう対応をしてきたのかどうか、27年度のお話 295 

はわかりましたけれども、26年度、この決算の中身においてどのような未収金 296 

の対応をしてきたのかという部分の答弁をお願いします。 297 

梅津課長補佐 平成26年度につきましては、職員が一丸となりまして、そういった患者様に対 298 

してご理解をいただいてきたところでございます。 299 

副委員長 これは、病院のほうに不利になることを言っているのでなくて、大変だと思う 300 

のです。俗に言うクレーマー的な患者に一生懸命説明をしても納得できないと、 301 

そういう場合、ドクターにしても看護師にしてもすごいストレスになると思う 302 

のです。だから、そういうことを避けるために、病院だけで対応するのでなく 303 

て、弁護士を使うのならどんどん活用するような方法、院長が今後気をつけま 304 

すと謝ったにしても、こういう人は納得しないのです。だから、それに対する 305 

ストレスがすごくたまると思う。病院関係者の味方として、ぜひそういうもの 306 

を病院が抱え込むのでなくて、市全体としてそれを解決する策をつくっていっ 307 

たほうがいいと思うのです。それと、先ほど言っていた理解を得られない方は 308 
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市外が多いということだけれども、市外で何人ぐらい、市内で何人ぐらいそう 309 

いう方がいるのですか。 310 

堤病院長 実数は今調べているので、その前に我々の防衛策に関してご提言をいただきま 311 

してありがとうございます。おっしゃるとおりで、必要であれば、弁護士に相 312 

談するのもあり得ると思っております。また、それがさらにこじれるもとにな 313 

るということがあり得るということと、相談することでさらにコストが発生し 314 

ますので、何でもかんでもというわけにはいきませんが、今後も相談しながら、 315 

明らかに理不尽だと思われるものに関しては、そういった法的な立場を持った 316 

方にご相談していきたいと考えております。 317 

梅津課長補佐 全体の未収者の市内外の割合についてのデータがないものですから、高額未納 318 

者、20万円以上の方の中の割合としては、46名中20名が市外の方でございます。 319 

また、先ほど答弁の仕方が悪かったかもしれませんが、市外が多いということ 320 

ではなく、市外の方についての説明がなかなか困難をきわめるということで答 321 

弁したつもりでございますので、ご理解のほどをお願いいたします。 322 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 323 

  堀 事務概要の241ページの訪問看護についてお聞きをしたいと思いますが、訪問看 324 

護の対象者、訪問看護、往診、リハビリテーションについての内容について説 325 

明願います。 326 

委 員 長 答弁に少し時間を要しますので、暫時休憩いたします。 327 

休  憩 １３：４７ 328 

再  開 １３：４８ 329 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 330 

堤病院長 具体的な実数を今把握していませんが、医療保険、訪問看護、こちらにあると 331 

おり、昨年度ですと1,329件、対象者は314人、介護保険の場合は1,144件、対象 332 

者313人です。多くの場合は外科で手術を受けた方のその後のいろいろな、例え 333 

ば人工肛門をつけていらっしゃる方ですとか、そういった方に対しての訪問看 334 

護がかなり多いと伺っていますけれども、実際の割合等までは、申しわけあり 335 

ませんが、把握しておりません。 336 

  堀 往診しているとは、今まで全然思っていなかったのですが、こういう実数がの 337 

っているということは今後そういうことも考えているのか、拡大していくのか 338 

伺います。 339 

堤病院長 訪問看護に関しましては、先般非常に看護師不足が続いておりまして、病棟の 340 

看護師が少なく訪問看護に看護師を回せないという事情があって、看護師の数 341 

が減っていたのです。それで、訪問看護あるいは往診の件数は減っておりまし 342 

た。ただ、昨今地域包括ケアとか、そういった方面から当院の訪問看護の役割 343 

というのは、今後大きくなるのではないかと考えておりまして、先ほどありま 344 

したように看護師の実数が以前より若干伸びてきて、少し余裕ができてきたと 345 

いう面があるので、これはまだ病院で組織として決定した事項ではありません 346 

が、個人的には訪問看護は拡充の方向で考えています。 347 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 348 

（なしの声あり） 349 

委 員 長 ないようですので、質疑の留保はなしと確認してよろしいですか。 350 

（異議なしの声あり） 351 

委 員 長 以上で認定第８号の質疑を終結いたします。 352 
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 本日まで２日間質疑を行ってきましたが、市長に対する総括質疑への留保はな 353 

しと確認してよろしいですか。 354 

（異議なしの声あり） 355 

委 員 長 確認いたしましたので、以上で全ての質疑を終結いたします。 356 

 ここで暫時休憩いたしますが、休憩中に書類審査を行っていただきます。再開 357 

は午後２時15分といたします。 358 

休  憩 １３：５２ 359 

再  開 １４：１５ 360 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 361 

 書類審査 362 

委 員 長 休憩中に書類審査をしていただきましたが、これに対する質疑はございますか。 363 

（なしの声あり） 364 

委 員 長 それでは、書類審査の質疑を終結いたします。 365 

 討論 366 

委 員 長 これより討論に入ります。 367 

 討論順序につきましては、委員会の初日に決定しておりますとおり、会派清新、 368 

会派みどり、新政会、公明党、日本共産党の順となります。 369 

 最初に、会派清新、関藤委員。 370 

関  藤 それでは、会派清新を代表しまして、第２決算審査特別委員会に付託されまし 371 

た認定第２号から第８号までの７件につきまして認定を可とする立場で討論い 372 

たします。 373 

 初めに、厳しい財政が続いている中、経費節減を図りながらも市民の安全、安 374 

心を守るためにご尽力いただいております理事者、職員に敬意を表し、以下若 375 

干の意見を付して討論いたします。 376 

 １番目に、国民健康保険特別会計、不納欠損の減少と安定運営に努められると 377 

ともに、低所得者が病院に行けないようなことのないよう配慮されたい。 378 

 ２番、公営住宅事業特別会計、不納欠損の減少に努められ、市営住宅の建てか 379 

えを進められてきたことを評価いたします。 380 

 ３番、介護保険特別会計、高齢化が加速的に進む中、高齢者の生きがい対策、 381 

訪問調査事業等に取り組まれたことを評価いたします。今後も在宅介護の推進 382 

を図り、健全運営に努められたい。 383 

 ４番、後期高齢者医療特別会計、医療費抑制のための予防医療の充実に努めら 384 

れたい。 385 

 ５、下水道事業会計、老朽化の進んでいる設備の更新、下水道料金の設定につ 386 

いて見直しを検討されたい。 387 

 ６、病院事業会計、市民が安心して受診できる医療体制に取り組まれてきたこ 388 

とを評価いたしますが、産婦人科の開設に向けて努力されたい。 389 

 以上、会派清新の討論といたします。 390 

委 員 長 次に、会派みどり、山本委員。 391 

山  本 会派みどりを代表いたしまして、第２決算審査特別委員会に付託されました認 392 

定第２号から第８号までの特別会計５件、企業会計２件、全てを可とする立場 393 

で討論いたします。 394 

 アベノミクスによる景気の回復には実感が伴わない現実、また収束を見ないＴ 395 

ＰＰ問題、さらに消費税の増税と景気の動向に厳しさがある中においても、予 396 
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算の執行に対しては取捨選択の中で市民ニーズに応えるべく努力がうかがえま 397 

す。この景気低迷からの脱却を図るべく、市民と一体となったまちづくりを力 398 

強く推進するために、しっかりと市民が納得のいく事業目的、効果を鮮明にし、 399 

市民の健康と生活の向上と安心できるまちづくりに努めていただきたい。以下、 400 

会計ごとに若干意見を付したいと思います。 401 

 国民健康保険特別会計、国民健康保険税の収納率向上に引き続き努力をされた 402 

い。消費税増税の影響、また高齢化率の上昇と当会計を取り巻く環境は厳しい 403 

ものと推測しますが、軽減世帯に対する現状を十分把握した中で会計運営に努 404 

められたい。 405 

 公営住宅事業特別会計、公営住宅ストック総合活用計画と公営住宅等長寿命化 406 

計画について堅実に実行されるように努めていただきたい。また、既存住宅の 407 

営繕については、居住者の要望を聞き、改善に努めていただきたい。公平性の 408 

確保を図る上からも、滞納者への徴収努力に一層努力されたい。 409 

 次に、介護保険特別会計、第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 410 

は、多岐にわたる項目を網羅すべく、利用者に対して丁寧な説明を行うととも 411 

に、利用者の立場に立った制度の充実を図られたい。 412 

 後期高齢者医療特別会計、現行制度の中で適正執行に努めるとともに、市民の 413 

高齢者福祉の向上に対し、広域連合との連携を深めるよう努めていただきたい。 414 

 土地区画整理事業特別会計、災害時の基幹道路としての重要性に鑑み、早期竣 415 

工に向けスムーズな事業展開に努められたい。 416 

 下水道事業会計、下水道事業の安定運営に向けて、想定される設備の更新に対 417 

しては長寿命化を推進すべく、管渠の点検、調査等を着実に進めるように努力 418 

されたい。 419 

 病院事業会計、病院事業の安定については、地域基幹病院として他の医療機関 420 

との連携を強化するとともに、診療科充実のために医師、看護師の安定的かつ 421 

継続的な確保が不可欠であり、職場環境等の整備に十分な対応を図っていただ 422 

きたい。最新医療機器の導入については、市民に対して周知を図られたい。病 423 

院経営については、収支計画に基づき、適正に行うとともに、安定経営に向け 424 

た中長期ビジョンの構築を図られたい。 425 

 以上、会派みどりの賛成討論とさせていただきます。 426 

委 員 長 次に、新政会、井上委員。 427 

井  上 新政会を代表いたしまして、第２決算審査特別委員会に付託されました平成26 428 

年度決算、認定第２号から第８号までの計７件につきまして、若干の意見を付 429 

して認定を可とする立場で討論いたします。 430 

 初めに、今回決算認定に付された５件の特別会計について、総計100億円に上る 431 

わけでございますけれども、それぞれの会計において剰余を出すなど、健全運 432 

営に腐心された市理事者、職員の皆さんに敬意を表したいと思います。 433 

 公営住宅事業特別会計でございますけれども、管理戸数が1,822戸のうち、空き 434 

家が合計で179戸に上っており、近年増加の傾向にあります。この問題の根本的 435 

な解決に一層の努力を傾けていただきたい。質疑の中でも出ました公営住宅の 436 

管理のあり方についても抜本的な改善が必要であると思われます。また、今後 437 

公営住宅の設計について、自然エネルギーの導入など創エネ、省エネについて 438 

特に配意されたい。 439 

 次に、下水道事業会計でございますけれども、収益の根幹である使用料が人口 440 
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の減少等により今後減少傾向となることが予想されます。今後の増加が予想さ 441 

れる老朽化した下水道管の布設がえ等による費用の増加、それに対応する企業 442 

債による資金確保等、厳しい経営環境が予想されます。下水道事業を安定的に 443 

運営できるように、資金収支に十分配意しながら計画的に、かつ効率的に既存 444 

施設及び設備の更新などに配意されたい。 445 

 病院事業会計、患者数が微減の傾向にあります。医業費用が医業収入を上回っ 446 

ている状況が続いていることから、コスト面では薬品、材料が低廉な価格で購 447 

入できるよう努められるとともに、後発医薬品の積極的な採用により材料費を 448 

節減するなど、さらなる経費節減を進め、黒字に転換するよう改善を図られる 449 

とともに、引き続き医師確保に努められ、患者数の増加に向けたより一層の取 450 

り組みに努められたい。 451 

 以上、新政会の討論といたします。 452 

委 員 長 次に、公明党、堀委員。 453 

  堀 公明党を代表して、第２決算審査特別委員会に付託されました認定第２号から 454 

第８号の全てに対して認定を可とする立場で討論いたします 455 

 厳しい財政状況の中、効率的な行政運営に努められました市理事者、職員の皆 456 

様に敬意を表します。しかしながら、今後の本市の財政を考えますに、さらな 457 

る行財政改革を推進していかなければならないと思います。以下、若干意見を 458 

付して討論といたします。 459 

 １、国民健康保険特別会計、特定健康診査の受診率の向上に努められたい。 460 

 ２、公営住宅事業特別会計、長寿命化によるコストの削減、人気のない住宅の 461 

対策、市民の住宅相談に対しては親切に応対するよう努められたい 462 

 ３、介護保険特別会計、高齢化が進む状況下において、ニーズの多様化に対し、 463 

できる限り応えるよう努められたい。 464 

 ４、後期高齢者医療特別会計、疾病予防対策に努められたい。 465 

 ５、下水道事業特別会計、コスト削減のための設備の維持管理に対し、さらに 466 

進められたい。 467 

 ６、病院事業会計、将来にわたり市民に信頼される病院づくりに努められたい。 468 

 以上、討論といたします。 469 

委 員 長 最後に、日本共産党、舘内委員。 470 

舘  内 日本共産党の舘内孝夫です。私は、日本共産党を代表いたしまして、認定第２ 471 

号、国民健康保険特別会計及び認定第６号、土地区画整理事業特別会計を否と 472 

する立場で、またその他の認定第３号から第５号、第７号から第８号の各会計 473 

を可とする立場で討論を行います。 474 

 まず初めに、市民の健康と安全、平和を支えるため、無駄を省き、職員の安定 475 

的確保などに努められている理事者、職員の皆様に敬意を表します。 476 

 認定第２号、国民健康保険特別会計、非正規労働者など社会保険に入れない低 477 

所得の市民にとって国保税ほど厳しいものはありません。反対の第１は、資格 478 

証明書についてです。受診抑制になることは全国で証明されており、発行すべ 479 

きではありません。第２は、短期保険証についてです。窓口にとりに来なけれ 480 

ば、有効期限３カ月のうち２週間しか使えない世帯が多数あることは大問題で 481 

す。新たな資格証明書と言っても過言ではありません。第３は、滞納者数が多 482 

い原因は高過ぎる保険料です。被保険者にとっては、一般会計からの繰り入れ 483 

を行って保険料引き下げを行うべき緊急性があると考えます。今後は、繰り入 484 
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れについての検討を求めます。 485 

 認定第６号、土地区画整理事業特別会計、泉町土地区画整理事業の凍結、中止 486 

を着工前の今年度判断すべきです。自衛隊駐屯地正門前から300メートルほど南 487 

から西１丁目通りのセイコーマート前の交差点に抜ける370メートルの市道、別 488 

に直線部分270メートルがありますが、その部分の新設事業の５年度目の決算で 489 

す。総事業費は、当初の３億3,000万円から４億6,000万円以上へとふえ、着工 490 

2016年度、完成2017年度、関係用地は9.5ヘクタールで、整備後に店舗や工場の 491 

進出を見込んでいます。①、沿道に建物が建てられる可能性は低いと考えます。 492 

その場合、北電柱やＮＴＴ柱も立たないことが予想されます。街路灯のない道 493 

路、暗い人けのない道路になる可能性があります。②、現在は雑草の生い茂る 494 

地域で、地権者の多くが地元に住んでおらず、整地した後に草刈りが大きな問 495 

題になります。③、自衛隊側にできる３差路は、信号機の設置予定がなく、新 496 

たな交通事故の懸念もあります。④、市の財政は、毎年５億円以上の歳入不足 497 

の健全化計画を立てなければならない危機的な状況です。⑤、着工まで１年あ 498 

ります。不要不急な計画であり、今からでも凍結、中止すべきです。 499 

 認定第３号、公営住宅事業特別会計、築48年にもなる江南団地を最低居住水準 500 

を満たしていると認識し、建てかえを10年後から始めることは問題です。そこ 501 

で、緊急に江南団地対策を求めます。床の張りかえ、内壁、天井のクロス張り 502 

かえなど、内装を更新することを求めます。また、農村改善センターの浴室の 503 

利用回数の増を求めます。 504 

 認定第４号、介護保険特別会計、第１は、お金がなくて介護が受けられない人 505 

を出さない対策です。第２は、利用料の減免制度が十分に使われる対策を求め 506 

ます。第３は、障がい者控除対象者認定の申請がふえるよう対策を求めます。 507 

第４は、包括支援、訪問調査、介護認定などの業務に携わる職員の確保です。 508 

嘱託職員の安定確保が難しい実態から、給与アップなどの検討を求めます。第 509 

５は、地域支援事業の介護用品支給事業を初め、介護保険で漏れている給付の 510 

強化は市民が強く求めています。この関係の対策強化を求めます。 511 

 認定第７号、下水道事業会計、第１は、今後の現金保有残高が不足する見通し 512 

になったとしても、全国でも高い下水道料金を上げてはならないことです。一 513 

般会計で支えることを基本に据えるべきです。第２は、総延長455キロメートル 514 

の管渠の交換時期の目安である50年に入りつつありますが、１キロメートルの 515 

交換に9,500万円かかるのですから、管の劣化調査費には十分予算をつけ、漏水 516 

による事故を避けるとともに、可能な限り今後の投資額を減らす対応を求めま 517 

す。 518 

 認定第８号、病院事業会計、医師数の維持と７対１看護の維持です。今後も医 519 

療技術者を初めとした職員の安定確保、質の向上のため、さまざまな待遇改善、 520 

例えば医療機器の充実など質の向上と交代勤務などのワーク・ライフ・バラン 521 

スの改善に努めていただきたい。看護助手、調理員などの嘱託、臨時職員につ 522 

いては、時間1,000円など思い切った改善で優秀な職員確保を求めます。問題点 523 

としては、電話交換、宿日直、清掃で昭和58年以来31年連続で指名競争入札を 524 

落札していることは、識者が明らかに談合などを疑うべきとしている状況にな 525 

っているので、徹底した改善を求めます 526 

 以上、日本共産党の討論といたします。 527 

委 員 長 以上で討論を終結いたします。 528 
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 討論要旨につきましては、整理して９月25日までに事務局へ提出してください。 529 

 採決 530 

委 員 長 これより採決を行います。 531 

 さきに反対討論のありました認定第２号 平成26年度滝川市国民健康保険特別 532 

会計歳入歳出決算の認定についてを挙手により採決いたします。 533 

 本認定を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 534 

（挙手多数） 535 

委 員 長 挙手多数であります。 536 

 よって、認定第２号は可とすべきものと決しました。 537 

 続きまして、さきに反対討論のありました認定第６号 平成26年度滝川市土地 538 

区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを挙手により採決いたしま 539 

す。 540 

 本認定を可とすべきものと決することに賛成の方の挙手を求めます。 541 

（挙手多数） 542 

委 員 長 挙手多数であります。 543 

 よって、認定第６号は可とすべきものと決しました。 544 

 次に、残りの 545 

 認定第３号 平成26年度滝川市公営住宅事業特別会計歳入歳出決算の認定につ 546 

いて 547 

 認定第４号 平成26年度滝川市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 548 

 認定第５号 平成26年度滝川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に 549 

ついて 550 

 認定第７号 平成26年度滝川市下水道事業会計決算の認定について 551 

 認定第８号 平成26年度滝川市病院事業会計決算の認定について 552 

 の５件を一括採決いたします。 553 

 本認定をいずれも可とすべきものと決することに異議ございませんか。 554 

（異議なしの声あり） 555 

委 員 長 異議なしと認めます。 556 

 よって、本認定はいずれも可とすべきものと決しました。 557 

 お諮りいたします。委員長報告につきましては、正副委員長にご一任願えます 558 

か。 559 

（異議なしの声あり） 560 

委 員 長 そのように決定させていただきます。 561 

 以上で本委員会に付託されました事件の審査は全て終了いたしました。 562 

 挨拶 563 

委 員 長 この場合、市長から発言の申し出がありますので、これを許したいと思います。 564 

市  長 本委員会閉会に当たりまして、委員長にお許しをいただきまして一言ご挨拶申 565 

し上げます。 566 

 渡邊委員長、田村副委員長を初め、第２決算審査特別委員会委員の皆様方にお 567 

かれましては、昨日、本日と２日間にわたりまして本委員会に付託された各会 568 

計決算につきまして精力的に審査、ご議論いただきまして、まことにありがと 569 

うございました。また、ただいまいずれも可としてご認定いただきましたこと 570 

にもお礼を申し上げる次第でございます。 571 

 付託された意見につきましては、今後の各会計の執行に当たりまして、十分考 572 
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慮させていただきながら運営に努めるつもりでございますので、今後とも深い 573 

ご理解とご指導をよろしくお願い申し上げまして、本委員会閉会に当たりまし 574 

てのご挨拶とさせていただきます。まことにありがとうございました。 575 

委 員 長 ２日間、各委員からの真剣な質疑をいただきました。また、それに対して理事 576 

者側からの真摯な答弁をいただきました。第２決算審査特別委員会に付託され 577 

た事件が全て可となったということで、承認されましたことにお礼を申し上げ 578 

まして委員長退任の挨拶とさせていただきます。 579 

 以上で第２決算審査特別委員会を閉会いたします。 580 

 大変ご苦労さまでございました。 581 

閉  会 １４：３９ 582 
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